
                                                   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会員数 男 性 女 性 

1.016名 724名 292名 

就業会員 男 性 女 性 

677名 479名 198名 

就業率 男 性 女 性 

66.6% 66.1% 67.8% 
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 会員数と就業率（６月２６日現在） 

※令和8年４月から現在までの就業率 
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第1９3号 

 

７月は安全・適正就業強化月間です 
センターでは毎年７月を「安全・適正就業強化月間」と定め、事故の撲滅を図っています。しかしながら６月に入っ

てから短期間のうちに、同一現場において２件の賠償事故が発生してしまいました。いずれも就業前の準備不足が原因

と推測されており、より一層注意が必要です。 

 

 事故報告（賠償事故２件） 

① ６月１２日 草刈り作業中、敷地外周の柵に沿って設置されている警報機の配線を刈払い機で切断してしまった。 

② ６月１７日 草刈り作業中、飛び石により車道を走行していた車両の助手席ガラスを破損してしまった。 

いずれの事故についても、発生時に作業者自身が気付かなかったため、直接的な経緯は不明。また、②の事故につ

いては歩道脇の現場を作業していたにも関わらず、飛び石対策が実施されていなかったことが確認されています。幸

い、けが人はおりませんでしたが、これらの事故を重く受け止め、センター事務局では、２件の事故どちらも関与さ

れた会員については、同様の作業を１年間就業停止とする処分を決定しました。改めてみなさんには、作業前点検・

準備の徹底、安全確認の確実な実施をお願いします。 

 

 

定時総会議案書の訂正について 

先日お送りした、総会資料に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。 

       

月 会議等  月 会議等 

８月 

第2回総務財政部会 

第3回安全･適正就業委員会 

第1回中期事計画策定委員会 

 

８月 

第2回総務財政部会 

第3回安全･適正就業委員会 

              

１０月 

シルバー普及啓発促進月間 

第2回事業部会 

第4回安全･適正就業委員会 

第2回中期事計画策定委員会 

 

１０月 

シルバー普及啓発促進月間 

第2回事業部会 

第4回安全･適正就業委員会 

１２月 

安全就業強化月間 

「シルバー久喜」編集会議 

第5回安全･適正就業委員会 

第3回中期事計画策定委員会 

 

１２月 

安全就業強化月間 

「シルバー久喜」編集会議 

第5回安全･適正就業委員会 

２月 

第4回総務財政部会 

第3回事業部会 

第3回普及啓発部会 

第2回女性部会 

第4回中期事計画策定委員会 

 

２月 

第4回総務財政部会 

第3回事業部会 

第3回普及啓発部会 

第2回女性部会 

 

誤 正 

 
     
２日(木)普通救命講習 

/労働災害防止対策講習会 

６日(月)新入会員安全研修会 

７日(火)入会説明会(鷲宮) 

  /新任職員研修 

９日(木)入会説明会(菖蒲) 

１０日(金)東部ブロック事務局長会議 

１４日(火)ぞうきんを縫う会 

/シルバー派遣事業実務者研修 

１５日(水)三役会議 

/労働災害防止対策講習会 

１６日(木)職員連絡会議 

２２日(水)新任事務局長研修 

２３日(木)定例理事会 

２８日(火)ぞうきんを縫う会 

/安全就業推進大会 

３１日(金)衛生管理者試験対策研修 

７月の予定 

 第２回 衛生委員会を開催しました 

委員会では『シルバー人材センター会員等の介護予防効果に関する調査研究結果』についての報告がありまし

た。今回の調査は、全国50カ所のシルバー人材センターを対象に、75歳から84歳のセンター会員2,095人と

地域高齢者1,392人のデータを分析して実施されました。2022年度の第1回調査から2年後の2024年度の

追跡調査により、フレイル発生率の比較に加え、運動習慣・食事・睡眠の質など20項目の要因を取り入れた精度

の高い分析が行われています。その結果、「シルバー人材センターで就業している会員は、地域高齢者と比較して

フレイル※発生率が３４％軽減される」ことが明らかになりました。 

※「フレイル」とは要介護の前段階の状態のことで、この状態への移行を防ぎ、健康な状態へ改善することが介護予防の大

きな目的となっています。 

後期高齢期のシルバー人材センターでの就業が、フレイル発生に一定の抑制効果を持つ可能性があるとされてい

ます。会員の皆さんには、ぜひ可能な範囲で就業に取り組んで 

いただき、健康的で充実したセカンドライフをお過ごしください。 

 

 

 

 県内のシルバー人材センターで死亡事故が発生しました 
 ５月２６日、県内のシルバー人材センターで植木剪定作業中の死亡事故が発生しました。ヘルメット及び墜落制止

器具等は未着用だったと確認されており、慣れによる安全意識の低下が見受けられます。 

今回の重篤事故を決して他人事とせず、「明日は我が身」という意識を持って安全就業の徹底をお願いします。 

 

    

また、産業医より、「熱中症について」のお話がありました。 

熱中症予防には自覚症状の有無にかかわらず作業前中後の 

水分・塩分摂取をすることももちろんですが、睡眠時間の 

確保、１日３食バランスの良い食事などの健康管理が熱中症 

リスクを低下させることにつながります。 

熱中症は重症化したり対応が遅れると、後遺症が残る場合や 

命に関わる危険もあります。翌日に発症する可能性もあるため、 

体調に異変を感じたら、無理をせず作業を中止し医療機関の 

診察を受けるようにしましょう。 

 


